ショキュウ スペインゴ ガクシュウシャ ニ ヒツヨウナ ブン ノ コウセイ ニ カンスル チシキ by 齋藤 華子 et al.
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Conocimiento necesario sobre la estructura de la oración 
en aprendices de español de nivel elemental
SAITO Hanako
Resumen
　Para entender correctamente una frase, hay que saber bien cómo funcionan los 
elementos constitutivos dentro de ella. En el presente estudio hemos investigado si 
las estudiantes del primer curso del Departamento de Español, que llevan solo cuatro 
meses estudiando, comprenden bien o no la estructura básica en español. Les hemos 
pedido buscar el sujeto y el objeto directo e indirecto dentro de quince frases simples 
en español.
　Los resultados aclararon que la mayoría de las principiantes ya puede identificar el 
sujeto y el verbo en una frase, pero muchas determinan el objeto directo e indirecto 
dependiendo de la partícula japonesa “wo” o “ni”. Es decir, hay muchas alumnas que 
todavía no conocen claramente la diferencia entre verbos transitivos e intransitivos. 
Esto nos indica que, en una clase elemental de español, antes de enseñar los verbos, 
tenemos que tener en cuenta hasta qué punto saben los alumnos sobre la estructura de 
la frase. Asimismo es posible utilizar primero como modelo las estructuras de oracio-
nes en el idioma inglés que han empezado a aprender antes que el español.
50
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いては対象から除外した。結果、2014 年度入学者 63 名、2016 年度入学者 48 名の解答が
集められた。
3.3	調査項目




例）Mi amigo           vive              en Yokohama.（私の友達は横浜に住んでいる。）





















内左側は 2014 年度、右側が 2016 年度実施調査の結果である。各文、正解率が 7 割を下回
るものについて、その誤答傾向を見ていくこととする。
設問１「例のように、1) ～ 5) の文の中の主語、動詞、補足要素にあたる部分に下線を
引いて、主語には１、動詞には２、補足要素には３の番号をつけてください。」
例）Mi amigo  vive  en Yokohama.　（私の友達は横浜に住んでいる。）
　　 　1　　　2　　　　3
1) Ella tiene muchos libros interesantes.　［ 92.1% (58 名 ),  95.7% (44 名 ) ］
　  1　  2　　　　　　3
　（彼女はたくさんの面白い本を持っている。）
2) Ellos trabajan en aquel hotel. 　［ 96.8% (61 名 ),  100% (46 名 ) ］
　　1　 　2　　　　3
　（彼らはあのホテルで働いている。）
3) ¿Toman ustedes café?　［ 96.8% (61 名 ),  91.3% (42 名 ) ］
　　　2　　 1　　 3
　（あなた方はコーヒーを飲みますか？）
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るかを確認した。まず、主語が省略されずに明示された 1) から 4) の正答率を見ると、主
語と動詞、その他の要素について把握できているようである。3) の疑問文は動詞の “toman” 
が文頭に来ている例であるが、疑問詞のない全体疑問文でも 9 割以上の学生が正解できて
いた。
　一方、正答率が目立って下がるのが、主語が省略された文 5 であった。5) についての
最も多い誤答は “al cine（映画に）” を主語としたものだった《46.9％ (15 名 )、41.7% (10 
名 )》5。 “Vas” が動詞だということは理解しているが、「動詞の次に来るのが主語」と考
えての誤りだろうか。名詞 “cine” は “ir al cine（映画に行く）” という言い回しで、授業で
扱われる例文にもかなり頻繁に登場するはずである。さらに日本語訳のヒントがあるため、 
“al cine” が「映画に」にあたることは明白だろうと想像したが、それでも 10 数名の学生
がそれを主語と答えたという結果は、「主語」という概念の理解があいまいな学習者が存
在すると考えるべきだろうか。







1) Juan come mucho.　［ 83.9% (52 名 ),  83.3% (40 名 ) ］
　（フアンはたくさん食べる。）
2) Juan come mucha carne.　［ 96.8% (60 名 ),  100% (48 名 ) ］
　（フアンはお肉をたくさん食べる。）
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3) Esta tarde voy a estudiar en la biblioteca.［ 64.5% (40 名 ), 60.4% (29 名 ) ］
　（今日の午後私は図書館で勉強するつもりだ。）
4) Ellos vienen aquí.　［ 58.1% (36 名 ),  50.0% (24 名 ) ］
　（彼らはここに来る。）
5) Espero el autobús.　［ 96.8% (60 名 ),  95.8% (46 名 ) ］
　（私はバスを待つ。）
　まず 5 つの文のうち他動詞を用いた 2) と 5) はほぼ正しく答えられている。「お肉を」「バ
スを」という日本語訳からも、「～を」が直接目的語になると覚えた学生が多くいるのだ
ろう。また正解者の多い 1) は 2) との対比もヒントになり、「何を」食べるのかが書かれ
ていない文、つまり直接目的語を持たない文として理解されやすかったと思われる。
　「～を」の出てこない 1) が多くの学生に正しく理解されたにも関わらず、同じく日本
語訳に「～を」が登場しない 3) と 4) の正解率の低さに注目したい。まず 3) では、 “en la 
biblioteca（図書館で）” を直接目的語とした誤りが多かった《59.1％ (13 名 )、47.4% (9 名 )》。
En la のない “biblioteca” のみ、または “la biblioteca” を直接目的語として下線をつけた解答
も見られた《22.7% ( 5 名 )、21.1% (4 名 )》。最も正答率の低かった 4) でも、不正解者のほ
ぼ全員が “aquí（ここに）” という場所を表す副詞を直接目的語ととらえていた《96.2% (25
名 )、100% (24 名 )》。また 4) で “aquí” を直接目的語と答えた学生の約半数（10 名、12 名）
は、3) でも “en la biblioteca”（または “la biblioteca”、 “biblioteca”）に下線をつけていた。 “en 





例）Escribo una carta al profesor.  （私は先生に手紙を書く。）
1) Carmen baila muy bien.　［ 65.0% (39 名 ),  64.6% (31 名 ) ］
　（カルメンはとても上手に踊る。）
2) Enseño esta foto a María.　［ 86.7% (52 名 ),  87.5% (42 名 ) ］
　（私はマリアにこの写真を見せる。）
3) Carlos está en el comedor.　［ 51.7% (31 名 ),  35.4% (17 名 ) ］
　（カルロスは食堂にいる。）
4) ¿Les regalas flores a tus padres?　［ 76.7% (46 名 ),  91.7% (44 名 ) ］
　（君は両親に花を贈るの？）
56
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　一方、自動詞を用いた 1) 3) 5)、特に 3) と 5) の正解者が大きく減少している。1) につい
ては多くが “muy bien（とても上手に）” を間接目的語としてとらえていた《66.7% (14 名 )、
70.6% (12 名 )》。3) も “en el comedor（食堂に）”（または “comedor” のみ）を間接目的語で
あるとする解答が多かった《58.6% (17 名 )、61.3% (19 名 )》。「上手に」「食堂に」の「～に」
という表現から、それらが間接目的語だと判断している学習者が多そうである。さらに 3)
では、 “en el comedor” を直接目的語とした答えもかなり見られた《37.9% (11 名 )、38.7% (12
名 )》。
　調査に使用したすべての提示文のうち最も正答が少なかったのが 5) であった。1) と 3) 
で見られたように、「～に」という日本語に影響されるとすれば、 “ スペインに ” を間接目
的語と考える学生が多いと推測できたが、予想通り “a España” を間接目的語とする解答が
多かった《60.4% (29 名 )、50.0% (20 名 )》。同時に、 “a España”（または “España” のみ）を
直接目的語とする答えもかなりの人数見られた《31.3% (15 名 )、45% (18 名 )》。5) は「い
つ」「どこへ」という 2 つの状況補語が用いられている文であるが、「いつ」にあたる “este 
verano（この夏）” を間接目的語とする学生もいた《6.3% (3 名 )、17.5% (7 名 )》。「～に」
という日本語に影響されてその語を間接目的語とする傾向ももちろん見られるが、設問２




　また、設問２の “biblioteca” のみのケースと同様、ここでも “comedor” または “España”























































・ 2 語以上のまとまりが文中で 1 つの品詞の働きをすることがあること、そのまとま
りの中に「主語＋動詞」が含まれないものが「句」であるということを理解させる





a las diez「10 時に（状況補語）」等）
・ 状況補語とは主に動詞の意味を補う副詞（句）で表現され、時や場所、方法など
の情報を付け加える役目を持つことを明確にさせる（例：venir esta tarde「今日の午
後来る」、venir a la universidad「大学へ来る」、venir en coche「車で来る」等）。特に
前置詞 a のついた名詞（句）が文中で果たす役割を見分けられるようにする（例：
buscar a la profesora（直接目的語）「先生を探す」、enseñar esta foto a María（間接目的語）
「マリアにこの写真を見せる」、venir a las diez（状況補語）「10 時に来る」等）。















素には接していただろう。また本調査結果に見られたように、たとえば設問３の 3) “en el 
comedor” にあたる “in the dining room” や、３の 5) “voy a España” に相当する “I go to Spain” 
の “to Spain” 部分がどちらも目的語ではないということは、英語学習経験があれば理解で
きるのではないかと、教える立場としては期待してしまう。調査対象者が 1 年次のスペイ
ン語文法科目で使用していた教材では、規則動詞よりも先に動詞 estar が導入され、動詞
ser とともに estar が英語の be 動詞に相当する繋辞動詞であることはかなり早い段階で知
ることになる。つまり３の 3) に関しては、 “Carlos is in the dining room.” という英文を考え
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にもなるようにと考慮した結果、基本パタンとして 5 つ、さらに基本パタンに付加語等が加えら
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